
　このほど経済産業省ならびに滋賀県が発表した「2014年工業統
計調査（速報）」によると、滋賀県の2014年１年間の製造品出荷額等※

は６兆7,814億円で、前年比5.4％増加した。
　この製造品出荷額等から原材料使用額等を引いた「付加価値額」
をみると、合計額は２兆2,650億円（同－1.7％）で全国第14位。１事
業所当たりの金額は８億2,423万円で全国第２位、従業者１人当たり
では1,501万円で全国第６位と、引き続き高い水準を保っており、県
内の製造業の高い収益性と生産性がわかる。
　さらに産業分類別の構成比でみてみると、化学工業が3,605億円
と15.9％を占めて最も高く、次いで輸送機械（2,652億円、11.7％）、
電気機械（2,319億円、10.2％）と続く。全24業種のうち、上位５業種
の付加価値額の合計は１兆2,457億円と、全体の半数を超え、55.0％
を占めた。
　全国有数の工業県である当県には、大手メーカーの事業所やマ
ザー工場、研究所が多数立地し、また高い技術力と生産性を有する多

くの中小企業が存在している。企業間や県の研究所、大学等との連携
によるさらなる技術力向上、ノウハウ蓄積の可能性も大きい。製造業
がけん引する地域経済の持ち味を生かした活性化に期待したい。

（株）しがぎん経済文化センター　長山 真由美

　最近、「フィンテック」という言葉が、金融サービスに関連して

よく聞かれるようになりました。「フィンテック」とは、「金融」

（ファイナンス）と「技術」（テクノロジー）を融合させた造語です

が、金融を技術の力でより便利で効率的なものとしようとする

試みです。

　近年のICT（情報通信技術）の発展に伴い、モバイル決済やオ

ンライン送金といった決済分野を中心に新しいソフトウエアや

ソリューションを開発したベンチャー企業などが、高利便・低コ

ストの金融サービスを提供する事例が増えてきています。従来、

金融業界における競争は基本的に金融機関同士に留まっていま

したが、この「フィンテック」の台頭が、これまでの競争環境を一

変させつつあります。欧米や中国に比べ遅れをとっている日本に

おいても、昨今、メガバンクがITベンチャー企業と提携を結ぶな

ど、「フィンテック」活用の動きが出てきました。

　当行も12月より、「フィンテック」の有望分野で、将来的には、

最適な資産運用などを助言する「ロボ・アドバイザー」の第一歩

として、ソフトバンクグループが販売する人型ロボット「Pepper

（ペッパー)」を本店営業部、草津支店、京都支店のロビーに順次

導入します。「Pepper」に搭載された人工知能を活用すること

で、お客さまに必要とされる金融サービスのご提供とさらなる

高度化に努めてまいりたい、と考えております。

　どうぞ一度ご来店いただき、“未来”の一端をご体感ください。
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１事業所当たりの付加価値額、全国第２位
～上位５業種で５割を占める～

　「UCDAアワード2015」(主催：一般社団法人ユニバーサルコ

ミュニケーションデザイン協会）の「銀行・信用金庫分野」にお

いて、当行は最優秀賞である「ＵＣＤＡアワード2015」を受賞し、

表彰式が11月５日、東京で行われました。全国の地方銀行で初

めての受賞となります。

　この賞は、企業・団体が生活者に発信するさまざまな情報媒

体を、産業・学術・生活者の知見により開発した尺度を使用して

「第三者」が客観的に評価し、優れたデザインを表彰するもので

す。今回、「共通印鑑票〔新規口座開設用〕」が「記入者の負担を

軽減させるデザインである」と高く評価されました。

　審査員からは、「記入項目が必要最低限で、あっという間に記

入が終わった感じがした」「文字のフォント（書体）や大きさ、赤・

青・緑の色彩バランスがよく、記入しやすい」「自分が記入するス

ペースと、銀行使用欄の色の差がはっきりしていて、わかりやすい」

などの声をいただきました。

　当行は、ＣＳＲ憲章（経営理念）に掲げる「地域社会」「役職員」

「地球環境」との「共存共栄」の実践に努めてまいりました。今後と

もお客さまの満足度向上に向けた取り組みを進めてまいります。

在間稔允理事長（左）より林常務にトロフィーが贈られました

※製造品出荷額等／製造品出荷額＋製造工程から出たくず及び廃物の出荷額＋加工賃収入額＋
　その他収入額の合計。消費税等内国消費税額を含む。

　電子部品の製造や金属加工業、製造業を中心とした業務請負や派
遣業務を行う前出産業株式会社。そんな会社が日本初の蓄熱式薪ス
トーブを販売している。
　きっかけは同社が所属する滋賀県中小企業家同友会東近江支部
の「薪のある暮らし方研究会」の活動だ。国産材を有効活用する手段
の一つとして針葉樹を燃料とする薪ストーブを試作し、同社が製造・
販売を手掛けることとなった。これまで日本で普及していた薪ストー
ブのほとんどは広葉樹を燃料としており、高温ですぐに燃え、すすが

多い針葉樹は燃料には不向きとされていた。Markシリーズは、筐体
に1000℃以上の高温にも耐えられる特殊なセメント材料を使用。油
分の多い針葉樹林でもすすが少なく、不純物も出ないため破損や故
障を引き起こすことが少ないのだ。
　また、鋳物や鋼板製と違い蓄熱性も高く、薪が燃焼した後でも数
時間放熱するため、薪の量が通常製品の６割程度に押さえられると
いう。今後は信楽焼のタイルを埋め込んだデザイン性の高い商品や
設置場所のインテリアに合わせた商品の開発を進めている。

燃焼効率が高く、
針葉樹も燃料に使える
蓄熱式薪ストーブ「Mark」シリーズ
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■本社／近江八幡市上田町1288-18　■設立／1974（昭和49）年
■代表／前出 博幸　■従業員数／125名（正社員29名)
■事業内容／電子部品受託製造事業、業務請負・派遣事業、金属加工事業、
　環境関連事業
■問い合わせ先／TEL：0748-37-1647
■URL／http://www.maede.co.jp/

会社DATA 前出産業株式会社
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タイルを貼り付けた特別仕様品（左）と現在、開発中の信楽焼のタイルを埋め込んだ商品（右）

滋賀県の付加価値額の産業別構成比
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